
長崎県立長崎東高等学校  2754                                

第１回 九州ＳＧＨフォーラム開催へ向けて 
Ｈ３０ ７月９日（月）  ＠長崎ブリックホール 

 

 

１ 

  平成３０年度 ＳＧＨ連絡協議会 事例報告 第２部「普及の取組先進事例」資料     2018 6.29 

  世界の「平和と共栄」を目指し、長崎から世界へ漕ぎ出す人材の育成 

内容（０）長崎東高校ＳＧＨの概要 
 
（１）開催のきっかけ 
 
（２）プログラム・準備（案内告知） 
 
（３）運営方針 
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構想調書 
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【取組継続のための方策】 

○同窓会を中心として教育振興
財団を設立(H28) 
【課題】 
○長崎大学への依存度の軽減 
○教員の指導力向上・負担軽減 
○批判的・論理的思考力の育成 
○活動継続のための予算確保 
○国内・海外大学との連携継続 
○他県、他校種への成果の普及 
○大学入試改革等への対応 

課題研究「グローバルスタディ」 
○長崎の持つ教育資源の活用 
 ・被爆地としての発信力 
 ・ｵﾗﾝﾀﾞ、東南ｱｼﾞｱ諸国との歴史 
  的・地理的つながり 
 ・先進的な熱帯医学研究 等 
○ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの実践研究 
○英語コミュニケーション力強化 

○平和や国際社会への貢献 
・ユース非核特使に選出（H28,  
 H29）、国連欧州本部を訪問 
・ｸﾘﾃｨｶﾙ・ｲｯｼｭｰｽﾞ・ﾌｫｰﾗﾑ(CIF) 
 への参加・発表（H28、H29） 
・長崎海洋大使（日本財団）とし 
 て英国に２名派遣（H28） 
・平和教材を開発・国連に寄贈 
 （H28、H29）、国連ＨＰに掲載 
・ｹﾈﾃ゙ｨ駐日大使との意見交換(H28) 
 

○表現力・英語力の向上 
・県英語ﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ大会優勝（H28） 
・模擬国連（ｲｪー ﾙ・ｼﾝｶ゙ﾎ゚ ﾙー大学、 
 ｳｨｽｺﾝｼﾝ大学）への参加 
・高校生国際シンポジウム優秀賞 
 ２名（H27） 
・CEFR・Ｂ１以上：SGH対象生徒の91％ 
・トビタテ!留学JAPAN参加（７名） 
 

【評価方法】 
○ベネッセ・GPS-Academicの活用 
 協働的思考力Ｓ・Ａ評価：６５％ 
○独自ルーブリックの開発 
○校外の学修や資格を単位認定 

○SGH支援事業で資金面の援助 
○長崎東高に国際科を設置(H27) 
○外国人講師１名・ＡＬＴ２名配置 
○海外研修修了者の積極的配置 
○ＣＡＬＬ教室の設置 
○ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ英語研修を実施(H27～) 
○知事部局と連携し、生徒の地 
 方創生型探究活動を支援 
○課題探究型新規事業の実施 

○国内４大学、海外６大学と連携 
○ベトナム、アメリカ、シンガポールに 
 おけるフィールドワークや連携機関 
 訪問等 
○ｳｨｽｺﾝｼﾝ大学と課題研究ﾌﾟﾛ 
 ｸﾞﾗﾑを共同開発 
○ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ研修会の開催 
○県主催研究指定校報告会 
○九州ＳＧＨﾌｫｰﾗﾑの開催(H30) 
○探究型学習を推進する新たな 
 事業を推進（県教委） 

研究開発の成果と普及状況 
課題と事業の継続（持続可能性） 

構想概要 グローバルリーダーの育成状況 管理機関の取組 
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①長崎大学の全面的な協力 
 →依存度を徐々に減らし、教員が 
   指導できる体制を構築 
②併設中、県内高校への普及 
  他のＳＧＨ校等との交流 
 →中学３年で課題研究を開始 
 →他県や他校種への普及を推進 
   九州ＳＧＨフォーラムを開催（H30） 
③教員の負担軽減 
 →業務の効率化（校務分掌再編） 
④批判的・論理的思考力の育成 
 →アクティブ・ラーニングを推進 
  （「インタラクティブな授業」の実践） 
 →即興ディベート、ディスカッション 
⑤カリキュラム・マネジメント 
 →個々の取組の関連性を高める 
 →教科横断型授業によるグローバル 
   スキル開発 
⑥大学入試改革等への対応 

①教員の負担を軽減し、同様の 
 効果を得られる手法を研究 
②海外フィールドワーク等の継続 
  （ベトナムＦＷ、アメリカアカデミックツアー、 
   シンガポール修学旅行 等） 

 →保護者負担による継続は困難 
 →同窓会を中心とした教育振興 
   財団を設立（H28） 
③国内・海外大学等との連携継続 
 →現状と同様の連携は困難、 
   新たな手法を模索（Skypeの活用等） 
④海外研修や各種大会等での 
   成果を検証 
 →さらに効果的な活動とするため 
   の連携先や活動内容を検討 
⑤他のＳＧＨ指定校との連携 
 →共通する研究内容をもつ他校 
   と連携し、互いに高め合うネット 
   ワークを構築 

課題 持続可能な取組に向けて 
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（１）開催のきっかけ 
 

   鹿児島県立甲南高等学校主催 
    「高校生国際シンポジウム」への参加 
      ・基調講演 
      ・プレゼンテーション 
      ・ポスターセッション 
      ・生徒交流会 
      ・表彰、講評 
（Ｈ27～Ｈ29年度） 
  ３年間で教員と生徒（高１のみ） 
  合計４５名を派遣 
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（１）開催のきっかけ 
 
「高校生国際シンポジウム」参加生徒（本校） 
 の感想（抜粋） 
 
・審査員の先生方だけでなく、多くのＳＧＨ校の方々と意見を交換できたことに   
 よって、自分の知識の幅を広げ、新たな視点から物事を見始めることができる 
 ようになった。多くの人々と関わり、世界が変わった。 
 
・国際シンポジウムでは、全国の高校生のプレゼンを聞いたり、交流でたくさん  
 話したりでき、とても良い刺激になりました！ 
 
・全国には、とてもプレゼンの仕方が上手な人がたくさんいました。今回の経験 
 から学んだことを生かして、ブリックではもっといい発表ができるように頑張 
 ります。 
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（２）プログラム・準備（案内告知） 
 
０ 管理機関との連絡・調整、会場予約（H29 ５月） 
  九州内ＳＧＨ校へ打診（連絡協議会等） 
 
①１次案内（７ヶ月前） 
  H29 11月 管理機関 → 他県管理機関へ 
 
②２次案内：参加調査（２ヶ月前） 
  H30 5月 長崎東高校 → 九州内ＳＧＨ校へ 
 
 
③最終案内（１ヶ月前） 
  H30 6月 管理機関 → 他県管理機関へ 
  H30 6月 長崎東高校 → 九州内ＳＧＨ校へ 
             ＳＧＨホームページ 
 
 

予算計上 

参加部門の確定 
・プレゼン／ポスター 
・生徒交流会 
・パネリスト 

参加校の動き 

プログラムの確定 

九州ＳＧＨフォーラム 7/9（月） 

参加者情報の送信 
・氏名、学年、引率者 
・研究テーマ 
・パネリスト情報など 
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基調講演 長崎大学前学長 片峰茂氏 
 
英語プレゼンⅠ（午前） 
 ①大分上野丘 ②五ヶ瀬 ③鞍手 ④京都 ⑤福岡雙葉 

英語プレゼンⅡ（午後） 
 ⑥明治学園 ⑦長崎東 ⑧甲南 

英語ポスター 
 ①長崎東 ②佐賀農業 ③水俣 

 
パネルディスカッション 
 ・雙葉、明治、長崎東、済々黌、甲南 
 

ファシリテーター 
山口大学准教授 
陳内秀樹氏 
本校ＳＧＨ運営指導委員 

九州ＳＧＨフォーラム プログラム 前日 生徒交流会 7/8（日）16:30～18:00  
九州内ＳＧＨ校生徒54名  
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（３）運営方針 
 
①生徒主体の運営（高校３年生をホスト役とする） 
  ・前日「生徒交流会」のＭＣ 
  ・司会進行、受付、来賓誘導、発表補助 
 
②「想い」の共有 
  テーマ：ＳＧＨで身につく力と将来への展望 
 
③成果普及・成果共有 
  ・探究学習の手法、評価 
  ・カリキュラム など 
 


